
13. 研究者一覧

総人数 373 名  ※◎現責任者、○現副責任者、その他研究者（五十音順）の順に記載しています

北海道 ◎菅原久美子，〇菊地和美，〇坂本恵，伊木亜子，鐘ケ江あゆ美，木下教子，坂本佳菜子， 

佐藤恵，田中ゆかり，土屋律子，畑井朝子，藤本真奈美，宮崎早花，村上知子，村田まり子， 

山口敦子 

青森  ◎北山育子，○安田智子，伊藤春香（下山），今井美和子，熊谷貴子，澤田千晴，真野由紀子，

岩手 ◎髙橋秀子，○長坂慶子，阿部真弓，岩本佳恵，魚住惠，佐藤佳織，菅原悦子，冨岡佳奈絵，

松本絵美，村元美代，渡邉美紀子 

宮城 ◎高澤まき子，○野田奈津実，和泉眞喜子，濟渡久美，宮下ひろみ，矢島由佳

秋田 ◎髙山裕子，○熊谷昌則，大野智子，駒場千佳子，髙橋徹，長沼誠子，逸見洋子，三森一司，

山田節子 

山形 ◎齋藤寛子，○宮地洋子，佐藤恵美子，平尾和子

福島 ◎阿部優子，○栁沼和子，會田久仁子，石村由美子，加藤雅子，津田和加子，中村恵子，

福永淑子 

東京 ◎加藤和子，○宇和川小百合，赤石記子，伊藤美穂，色川木綿子，大久保洋子，香西みどり，

佐藤幸子，白尾美佳，成田亮子 

神奈川 ◎櫻井美代子，○増田真祐美，大越ひろ，大迫早苗，小川暁子，清絢，河野一世，津田淑江

埼玉 ◎島田玲子，○河村美穂，加藤和子，木村靖子，駒場千佳子，土屋京子，徳山裕美，名倉秀子，

成田亮子，松田康子 

千葉 ◎渡邊智子，○柳沢幸江，石井克枝，今井悦子，大竹由美，梶谷節子，鈴木亜夕帆，中路和子，

峰村貴央 

茨城 ◎渡辺敦子，○荒田玲子，飯村裕子，石島恵美子，野口元子，吉田惠子

栃木 ◎名倉秀子，○藤田睦，高木道代

群馬 ◎綾部園子，○堀口恵子，阿部雅子，神戸美恵子，永井由美子，高橋雅子，渡邉靜

山梨 ◎時友裕紀子，○柘植光代，阿部芳子，坂口奈央，松本美鈴

新潟 ◎佐藤恵美子，◯太田優子，◯立山千草，◯山口智子，伊藤知子，伊藤直子，小谷スミ子，

玉木有子，長谷川千賀子，松田トミ子，山田チヨ，渡邊智子 

静岡 ◎新井映子，○高塚千広，市川陽子，伊藤聖子，神谷紀代美，川上栄子，清水洋子，竹下温子，

中川裕子，村上陽子 

長野 ◎中澤弥子，○小木曽加奈，小川晶子，高崎禎子，吉岡由美

富山 ◎守田律子，○中根一恵，原田澄子，稗苗智恵子，深井康子

石川 ◎新澤祥恵，○川村昭子，中村喜代美

福井 ◎佐藤真実，○森恵見，岸松静代，谷洋子

愛知 ◎西堀すき江，○小出あつみ，石井貴子，伊藤正江，加藤治美，五道紗世，小濱絵美，近藤みゆき，

筒井和美，野田雅子，羽根千佳，廣瀬朋香，松本貴志子，間宮貴代子，森山三千江，山内知子， 

山本淳子 
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岐阜 ◎堀光代，○西脇泰子，木村孝子，辻美智子，長野宏子，長屋郁子，坂野信子，山澤和子，

山根沙季，横山真智子 

三重 ◎磯部由香，○飯田津喜美，阿部稚里，乾陽子，奥野元子，久保さつき，小長谷紀子，

駒田聡子，鷲見裕子，成田美代，萩原範子，平島円，水谷令子 

大阪 ◎東根裕子，○八木千鶴，阪上愛子，澤田参子，原知子，山本悦子

兵庫 ◎田中紀子，○片寄眞木子，坂本薫，作田はるみ，富永しのぶ，中谷梢，原知子，本多佐知子

京都 ◎豊原容子，○福田小百合，桐村ます美，河野篤子，坂本裕子，湯川夏子，米田泰子

滋賀 ◎中平真由巳，○山岡ひとみ，石井裕子，小西春江，久保加織，堀越昌子

奈良 ◎喜多野宣子，○志垣瞳，島村知歩，三浦さつき

和歌山 ◎青山佐喜子，○三浦加代子，川島明子，川原﨑淑子，千賀靖子，橘ゆかり

鳥取 ◎松島文子，○板倉一枝，原奈津子

島根 ◎石田千津恵，○藤江未沙，上田恭己

岡山 ◎藤井わか子，○藤堂雅恵，青木三恵子，小川眞紀子，加賀田江里，我如古菜月，人見哲子，

藤井久美子

広島 ◎岡本洋子，○村田美穂子，○渡部佳美，石井香代子，奥田弘枝，海切弘子，上村芳枝，

木村安美，木村留美，小長谷紀子，近藤（栞田）寛子，坂井真奈美，佐藤之紀，塩田良子， 

高橋知佐子，渕上倫子，前田ひろみ，政田圭子，向島（北林）佳織，山口享子 

山口 ◎五島淑子，○園田純子，池田博子，櫻井菜穂子，島田和子，原田和樹，廣田幸子，福田翼，

森永八江，山本由美，山根麻希 

徳島 ◎高橋啓子，○金丸芳，宇野美和子，川端紗也花，後藤月江，近藤美樹，坂井真奈美，

武田珠美，長尾久美子，松下純子，三木章江 

香川 ◎次田一代，○加藤みゆき，川染節江，村川みなみ，渡辺ひろ美

愛媛 ◎ 亀岡恵子，○宇髙順子，香川実恵子，武田珠美，皆川勝子

高知 ◎小西文子，○福留奈美，五藤泰子，野口元子，田村隆教

福岡 ◎三成由美，○松隈美紀，秋永優子，猪田和代，入来寛，大仁田あずさ，川島年生，

楠瀬千春，熊谷奈々，末田和代，永田瑞生，仁後亮介，平田隼人，伏谷仁美，古川茉育， 

松隈紀生，御手洗早也加，宮原葉子，三堂徳孝，八尋美希，山本亜衣，吉岡慶子  

佐賀 ◎西岡征子，○武富和美，○萱島知子，副島順子，成清ヨシヱ，橋本由美子

長崎 ◎冨永美穂子，○久木野睦子，植村（石見）百江

熊本 ◎秋吉澄子，○北野直子，川上育代，小林康子，小椋綾乃，柴田文，中嶋名菜，沼田貴美子，

原田香，戸次元子 

大分 ◎西澤千惠子，○篠原壽子，麻生愛子，宇都宮由佳，高松伸枝，立松洋子，望月美左子，

山嵜かおり 

宮崎 ◎篠原久枝，○長野宏子，磯部由香，秋永優子

鹿児島 ◎木之下道子，○木下朋美，青木五百子，大倉洋代，大富あき子，大富潤，大山典子，

木戸めぐみ，新里（林）葉子，進藤智子，竹下温子，千葉しのぶ，中島朝美，久留ひろみ， 

福司山エツ子，福元耐子，宮田梨杏，森中房枝，山﨑歌織，山下三香子 

沖縄 ◎田原美和，○森山克子，喜屋武（我那覇）ゆりか，金城須美子，渡名喜（大城）まみ，

名嘉裕子，東盛キヨ子 
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14．おわりに 

 2012 年に次世代に伝え継ぐ日本の家庭料理研究が始まった時、これだけ長く研究活動が続くと誰が思った

ことでしょうか。総まとめ報告書を発刊するにあたり 11 年間の研究活動を振り返り、感無量の思いでいっぱいで

す。 

初めの 3 年間は、学会の特別研究として研究費を投じて聞き書き調査を行い、2014 年と 2015 年にはその成

果を 2 冊の報告書にまとめることができほっとしました。同時に出版事業が立ち上がり、著作委員会にも多くの委

員が参加することとなりました。 

2015 年からは、特別研究から常設研究委員会に位置づけを変えて次世代に伝え継ぐ日本の家庭料理研究

委員会（略称：家庭料理研究委員会）として活動することになり、2016（平成 28）年度大会では大会実行委員会

の特別企画 1 として、その後は学会の特別企画として家庭料理研究委員会の研究成果をポスター発表してきま

した。47 都道府県の研究委員は人数も様々で、ポスター発表への参加は自由としましたが、研究委員の努力で

多くの都道府県の参加がありました。新型コロナウィルス感染拡大により 2020 年度の大会は中止となり、家庭料

理研究委員会活動は当初の計画より 1 年長くなりましたが、e ポスター発表も含め大会時のポスター発表は 6 回

を数えます。その内容はすばらしく、3 枚の CD に収載し、発表に参加した委員のみなさまに配布することができ

ました。いずれも貴重なデータであり、今後の食文化研究に貢献するものと思います。 

 2022 年度に本委員会を閉じるに際し、最後の活動について委員の意見を伺いました。その結果、まとめの報

告書作成に賛成が多く、総まとめ報告書をつくることに踏み切りました。総まとめ報告書作成には 47 都道府県が

参加し、短い時間にまとめることができたのは 11 年間の地道な研究があったからだとつくづく思います。全国で

の聞き書き調査とその後の追加調査を重ねたことにより、ポスター発表のみならず、出版事業につなげて多くの

レシピと料理にまつわるエピソードなどを書き残すことができました。また、学会誌・紀要への論文投稿につなげ

た例も複数ありますし、日々の授業や食育活動に研究成果を活かしてくださっている方も多いと思います。 

食文化はつくる人、つたえる人がなくなれば途絶え消えてしまいます。まさに次世代に伝え継ぐ日本の家庭

料理研究委員会という名の通り、食文化をつないでいきたいという思いが一人ひとりにあったからこその 11 年間

です。委員会活動は終了しますが、今後もこの思いとともに、「日本の家庭料理」が次世代に伝え継がれていく

ことを切に願います。 

今年度の運営委員会の会議は 11 回を数え、7 名の運営委員も力を振り絞り、家庭料理研究委員のみなさま

の頑張りに応えたいと思い総まとめ報告書の作成に取り組みました。11 年間の家庭料理研究委員会の活動は

本学会の食文化研究の歴史に 1 頁を加え、その発展に足跡を残したのではないかと思います。総まとめ報告

書の完成を、本研究に参加された委員のみなさまと共に喜びたいと思います。 

2023 年 3 月 15 日 

一般社団法人日本調理科学会 次世代に伝え継ぐ日本の家庭料理研究委員会 

運営委員：平尾和子＊、石井克枝、中澤弥子、長野宏子、 

東根裕子、福留奈美、増田真祐美 ＊委員長 

－227－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    2012～2022 年度 

    次世代に伝え継ぐ日本の家庭料理研究 

    総まとめ報告書 

 

 

発 行 ： 2023 年 3 月１５日 

編 集 ： 一般社団法人 日本調理科学会 

次世代に伝え継ぐ日本の家庭料理研究委員会 

発行者： 一般社団法人 日本調理科学会 

            〒112-0006 東京都文京区大塚 3-36-5 長島ビル 3 階 

   電話・FAX 03-6657-3166 

  URL  http://www.jscs.ne.jp/ 

  E-mail  aek00417@nifty.com （日本調理科学会事務局） 

   voice@jscs.ne.jp  （家庭料理研究委員会） 

印刷所： 有限会社 国宗 

  〒132-0034 東京都江戸川区小松川 3－7－4 

             小松川テクノタウン E3 103 

 

http://www.jscs.ne.jp/
mailto:aek00417@nifty.com
mailto:voice@jscs.ne.jp



